「月惑星探査の来たる10年」第一段階パネルへの意見書

確認： 本意見書は日本惑星科学会が行う「月惑星探査の来たる10年」検討の第一段階においてパネルリーダーが意見取りまとめを行うための資料として提出して頂きます．将来の月惑星科学・探査において最も重要になるであろう，第一級の科学について提案して下さい．意見書の内容は公開討論会などで議論の対象となり，最終報告に反映されます．

締めきり： 2010年8月末日

提出： 電子ファイル（WordまたはPDF形式）で「月惑星探査の来たる10年」事務局（decade_sec@wakusei.jp）に送って下さい．事務局で取りまとめて，パネルリーダーに展開します．

※ 「月惑星探査の来たる10年」検討の詳細については，惑星科学会サーバから資料をダウンロードすることができます．https://www.wakusei.jp/news/announce/2010/2010_03_10/2010_03_09_introduction.pdf

■ 意見提出先パネル（希望するパネルに○をつけて下さい．複数回答可）

（ ）地球型惑星固体探査パネル

（ ）地球型惑星大気・磁気圏探査パネル

（○）小天体探査パネル

（ ）木星型惑星・氷衛星・系外惑星探査パネル

■ 提案タイトル

（イトカワ再探査
）

■ 代表者の氏名・所属・連絡先（E-mailアドレス，または電話番号とFax番号）

（荒川政彦・名大・環境　arak@eps.nagoya-u.ac.jp
）

■ 共同提案者の氏名・所属（適宜追加して下さい）

（渡邊誠一郎・名大・環境
）

（古本宗充・名大・環境
）

（
）

（
）

■ 要約（400字程度）

（小惑星は，(1)微惑星から惑星への集積過程，(2) 木星形成の時期の決定，(3)微惑星の熱進化・ダイナミクスを読み解く上で，他の天体からでは得られない貴重な情報を得ることができる探査対象である．イトカワのようなＳ型小惑星は，微惑星が集積して地球型惑星に成長していく初期過程を記憶している．はやぶさの探査によってイトカワについて様々な「発見」があり，それからラブルパイル天体のダイナミクス，岩塊や礫の成因，礫とコンドリュールの関係など，より具体的な疑問が提起された．それらの問題を解決するという実現性の高い科学目標を掲げ，典型的なラブルパイル微小天体の「理解」を通じて，新たな惑星形成過程の実証的研究を立ち上げるために，イトカワの再探査を提案する．探査目的の例としては，(1) 礫から成る微小重力天体ということで，飛翔体衝突などの物理探査を通じて，仮想天体である微惑星の現実的構造モデルを構築できる．(2) 表面での宇宙風化や礫の生成・運動を調べることで再表面化過程を明らかできる．(3) cmサイズの礫を非破壊で多地点から複数採取することでイトカワが経験した衝突破壊過程や破壊を受ける前の母天体の内部構造が分かる．などがある．こうした探査を質量や軌道半径の違う小惑星でシリーズ化することで，冒頭に掲げた惑星形成過程の情報をつかむことができると考える．）

■ 本意見書の内容（テキストおよび図表）をパネルリーダー並びに事務局がパネル討論と各種報告書へ引用することについて承諾しますか？（いずれかに○）

（○）承諾する      （ ）承諾しない

■ （上で「承諾する」に○をされた方のみ）引用時には協力者リストを付加する場合があります．協力者リストに氏名を公表することを希望しますか？（いずれかに○）

（○）希望する      （ ）希望しない
